
11 月 29 日（日）9：30

～14：00 に第 25 回ふれ

あいまつり「コミュニティ

フェスティバル」が開催さ

れます。運動場での模擬店・フリーマーケットなどの出

店を募集します。出店をご希望の方は連絡先までご連

絡ください。出店申込書をお渡しします。申込書は、必

要事項をご記入のうえ、9 月 3 日（木）までにご提出

ください。連絡先：コミュニティすえなり 総務部 

北川：080-3110-1881、村山：0797-72-0198 

加藤：090-1672-1068 

コミュニティすえなりは、9 月 30 日（水）13 時

30 分から、(株)セレ・ナスの成瀬さんのご協力を得

て、終活セミナーを開催します。 

終活（しゅうかつ）とは？ 昔は、自らの死に備え

てお葬式やお墓、遺言や相続など、人生の最期にむけ

た準備を意味していましたが、最近では「人生のエン

ディングを通じて、自分らしく、今をよりよく生きる

ための活動」とその言葉の意味も変わってきています。 

終活は未来を生きるためのポジティブな活動です。

「家族のために、周囲のために、自分のために」終活

を始めましょう。多くの方のご来場をお待ちしており

ます。お問合せ：前田美知子（☎71-9646）大西登

司惠（☎71-5644）加藤富三（☎71-4768） 
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からだの筋肉・脂肪・水分・骨の割合が分かります 「いきいき遊」は会員を募集しています 

6月 28日(日)10時から、チアフルスポーティングクラブの椎崎健(しいざき たけ

し)先生を迎えて『体操教室』を開催しました。今年は台風が心配されましたが、児童

29名、未就学児 8名、保護者 35名、地域の方 3名、その他中高生 2名にご参加い

ただき、無事開催することができました。 

始めに手指を使った体操をしました。だんだん複雑な動きに

なっていく指の運動を、頭を使いながら、間違いながらも笑顔があふれるスタートでし

た。船長さんの命令ゲームでは「よく人の話を聞こう」という狙いを含めた運動で、身

体を動かしながら注意して先生の言葉を聞いていました。次に風船を使い、2人１組で

協力して運ぶプログラムを行い、はじめて出会う子どもどうしも楽しく交流をしました。

最後は、チームワークの必要なパラバルーンにチャレンジし、全員で大きなドームを作ったり、子どもが中で

寝転び保護者が協力して気球を作ったりして楽しみました。 

終わりに子どもへ感想を聞く場面では、積極的に数名が挙手し、非常に楽しんでくれたと感じました。 

保護者のみなさんにも参加いただき、スポーツを通じての交流ができたイベントとなりました。（青少年部） 

7 月 8 日の「つどいの場～フレンド～」では、福祉ネイリス

トによる「ハンドトリートメント」を実施しました。 

就労継続支援 B 型事業所 GEN 気 宝塚より 2 名の福祉ネ

イリストにきていただきました。 

１人あたりの施術時間は約１０分、ネイリストの優しいタッチ

と手のぬくもりでリラクゼーションケアを受けました。当日の参加者は２０名で、「リラックスできた」「手が

保湿されて、暖かくなった」など効果を実感されたようです。当日は、事業所利用者さんも来られて、利用者

さんの手作り作品の展示や販売をしていただきました。今回の企画で、地域と事業所の交流を図ることができ

ました。次回の開催日は、11月 11日と 2027年 2月 10日です。ふるってご参加ください。（福祉部） 



7 月 10 日(金)17:00 より、まちかどたんけんを実施しました。

梅雨明けということもあり、蒸し暑い中でしたが、子ども達は 4拠点

のうち東洋町公園と高松公園の 2拠点に参加してくれました。 

はじめに、コミュニティの方から集合した公園で危険な箇所やチェ

ックポイントについてお話を聞き、通学路のどんな所にカーブミラーがあるか、危険な箇所はどこか等を話し合っ

たり、手持ちの地図に書きこんだりしながら学校まで行きました。学校に着いてからは、大きな地図に危険な箇所

はどこだったかと子ども達で話をしながら思い思いにシールを貼っていました。子ども達だけではなく、大人も気

づかなかった、知らなかった道路の表示や電柱についてのお話もあり、興味深くお話を聞くことができました。 

たんけん後、「楽しかった」「また参加したい」との声もあり、児童の交通安全のためにも今後も継続的に実施して

いければ良いなと思います。（青少年部） 

7 月 21 日(火)、7 月 22 日(水)に夏休み宿題広場を開催しました。晴天に恵まれ、と

ても暑い中でしたが、初日 138名、2日目 120名の児童が参加しました。 

宿題をしながら、友達同士で分からないところを教えあったり、スタッフに質問したり

することで、普段とは違うコミュニケーションをとることもできていました。熱中症のリ

スクを考慮して集団下校とし、スタッフが見守りに当たり、大事なく帰宅しました。 

初めて会ったスタッフも多かったと思いますが、見守ってくれる大人がいるとい

うことが、子どものなかで安心につながっていると嬉しいです。参加した児童の保

護者からは、「宿題が捗ってとてもありがたかったです」「今年も連日暑い中、子ど

もたちのためにありがとうございます」と感謝の言葉をいただきました。（青少年部） 

「広報 153 号」に掲載の 2026 年度の

事業計画を実行するための予算です 



『ポリファーマシーってなに？のおはなし』  
薬剤師 奥田 徳子 

ポリファーマシーって言葉を聞いたことがありますか？ 

多くの薬を飲んでいるために、副作用を起こしたり、きちんと薬が飲

めなくなったりしている状態の事を言います。単に服用する薬の数が多

い事ではありません。そして、これは高齢の方に多く見られる状態です。

そこで今回は「ポリファーマシーってなに？」のおはなし。 

まず、なぜ高齢になると薬の数が増えるのでしょう。それは高齢になると複数の病気を持つ人が増えるから

です。病気の数が増え、通う病院・医院など医療機関の数

が増えると薬も増えてしまいます。75 歳以上のうち 4 割

の方が 5 種類以上のお薬を使っており、それが 6 種類以

上になると副作用を起こす方が増えると言われています。 

なぜ高齢の方は副作用を起こしやすいのか。それは年を

追うごとにだんだん肝臓や腎臓の働きが弱くなり、薬を分

解したり体外に排泄したりするのに時間が掛かる様にな

るからです。薬の数が増えると薬同士がお互いに影響して

副作用が出やすくもなるのです。だから、薬が増えたり変

わったりしたタイミングでは特に注意が必要です。眠気、

ふらつき、食欲の変化、便秘したり尿が出にくくなったり。

何か変だな、と感じたら医師や薬剤師にご相談下さい。勝手に薬をやめたり減らしたりは良くありません。 

高齢の方に関わらず日頃から注意しておくと良いのは、自分のかかりつ

け医師やかかりつけ薬剤師を持って、飲んでいる薬や持っている病気など

を把握しておいてもらう事です。おくすり手帳は 1 冊にまとめましょう。

医療機関ごとに分けたりすると、それぞれの医師や薬剤師に「他に飲んで

いる薬は何もない」と誤解されてしまうかも知れません。すると同じ薬が

重なったり飲み合わせの良くない薬の組み合わせが出たりする原因になり

ます。薬だけでなく健康食品やサプリメントも伝えましょう。何かの症状

が出たり気になる体調変化があったりしたら、いつからどんな症状があっ

たのかおくすり手帳に書いておくと医師や薬剤師にも伝わりやすくなります。 

おくすり手帳で処方の重複などを防止し、無駄に沢山の薬を飲まなくてすむように管理しましょう。 

健康てらこや 


